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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は鳥取大学医学部附属病院で治療を受けたびまん性大細胞型Ｂ細胞リンパ腫

（DLBCL）の患者の臨床データを用いて5つの予後指標について比較、検討を行ったもので

ある。その結果、有意差はつかなかったもののinternational prognostic index (IPI)か

ら年齢と節外病変数を除外した、より単純なage-adjusted IPIが最も有用であった。本論

文は高齢者を対象に治療している米子地区の実臨床において、age-adjusted IPIが予後予

測に有用である事を明らかにし、高齢者に対して積極的に治療した場合には年齢が必ずし

も予後予測因子とならないことを示し、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


